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V302a X線分光撮像衛星 (XRISM)搭載軟X線撮像装置の開発の現状 (3)
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X線分光撮像衛星 (XRISM)は 2021年度に打ち上げ予定である。搭載観測機器の一つである軟 X線撮像装置
Xtendは、X線ミラー (XMA)とCCDカメラ (SXI)で構成される。4枚の素子を 2×2に配置することで 0.4–13 keV
において 38分角四方の広視野撮像を実現する。フライトモデル (FM)候補素子は 2019年 4月から順次納入され、
6–7 月のスクリーニング試験でエネルギー分解能・電荷転送非効率 (CTI)・遮光性能などの指標を用いて、順位
の高い 4素子を FMとして選出した (2019年度秋季年会)。この 4素子についてキャリブレーションに必要なゲイ
ン・CTI等の各種パラメータ決定を行うために、我々は 2019年 8–9月にかけてさらに FM地上較正試験を実施
した。本試験では各素子に ∼ 0.5 keVから∼ 14 keVの単色 X線を順次照射し、機上で想定している全 window
モードでのデータ取得を完了した。2019年 11月時点では、取得したデータを元にキャリブレーションデータベー
スの構築に向けた解析が進行中である。また、この CCD試験と並行して、SXIハウジングやビデオボードなど
各コンポーネントの製作も進んでいる。これらについても、スケジュールに従いベーキングや性能評価試験を随
時実施している。本講演では、個々の試験の結果に加えて全体的な製作・試験の最新状況についても報告する。


